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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱エネルギーを作用させてインクを吐出するインクジェット記録用インクにおいて、水
性液媒体と、水分散色材と、下記式（Ａ）で示される染料と、を含むことを特徴とするイ
ンクジェット記録用インク。
【化１】

【請求項２】
　前記染料が水分散色材に対して質量基準で２倍以上含まれている請求項１に記載のイン
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クジェット記録用インク。
【請求項３】
　前記水分散色材の含有量がインク１００質量部に対し、０．５～１０質量部である請求
項１または２に記載のインクジェット記録用インク。
【請求項４】
　前記水分散色材が顔料である請求項１～３のいずれかに記載のインクジェット記録用イ
ンク。
【請求項５】
　さらに界面活性剤を含む請求項１～４のいずれかに記載のインクジェット記録用インク
。
【請求項６】
　前記界面活性剤がノニオン系の界面活性剤またはアニオン系の界面活性剤である請求項
５に記載のインクジェット記録用インク。
【請求項７】
　前記界面活性剤が６～１３のＨＬＢを有する請求項５または６に記載のインクジェット
記録用インク。
【請求項８】
　熱エネルギーによってインクを吐出口から吐出させて記録媒体に付着させることにより
記録を行うインクジェット記録方法において、該インクが請求項１～７のいずれかに記載
のインクジェット記録用インクであることを特徴とするインクジェット記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はインクジェット記録装置、とりわけ熱エネルギーを作用させてインクを吐出す
るインクジェット方式のインクジェット記録装置に適し、吐出安定性及び高いヘッド耐久
性を提供するインクジェット記録用水性インク、それを用いたインクジェット記録方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方法は、インクの小滴を飛翔させ、紙等の記録媒体にインクを付着
させて記録を行うものである。特に、下記特許文献１～３において開示された方式、即ち
、吐出エネルギー供給手段として電気熱変換体を用い、熱エネルギーをインクに与えて気
泡を発生させることにより液滴を発生させる方式のインクジェット記録方法によれば、記
録ヘッドの高密度マルチオリフィス化を容易に実現することができ、高解像度及び高品位
の画像を高速で記録することができる。
【０００３】
　上記インクジェット記録方法においては、ノズル内に設けられたヒーター部の温度が瞬
間的に３００℃以上の高温（３６０℃ともいわれている）に曝されるため、インク中に含
まれる成分自体またはその熱分解物や不純物等（以下、コゲーション物質と呼ぶ）がヒー
ター表面に堆積することがある。かかる堆積物は、ヒーターからインクへの熱伝導を阻害
する原因となるため、インクの発泡が正常に行われなくなり、その結果、印字に欠陥が生
じることが起こる。このようなヒーター表面上へのインク成分に由来する物質の堆積は、
コゲーションと呼ばれており、熱エネルギーを作用させてインクを吐出するインクジェッ
ト型吐出ヘッドの高耐久化の障害要因となっている。
【０００４】
　上記コゲーションの現象は、特に、コゲーション物質の中でも有機化合物が原因となる
ため、染料を用いたインクにおいても、また顔料インクにおいても起きる現象であり、そ
の改良のために従来から種々の検討が行われてきた。特に、水分散色材の一種である顔料
を有するインクにおいては、コゲーション物質が多く発生して、気泡形成用ヒーター上に
堆積したり、ヘッドの耐久性が低下する傾向があった。一方で、最近はインクジェット記
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録の低ランニングコスト志向が高まり、従来よりも更に高い耐久性が要求されている。
【特許文献１】
特公昭６１－５９９１１号公報
【特許文献２】
特公昭６１－５９９１２号公報
【特許文献３】
特公昭６１－５９９１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、本発明者等は、以下のように検討を行った。まず、熱エネルギーを作用させて
インクを吐出するインクジェット方式において、ヒーター上に発生した堆積物を除去する
ために、顔料インクにおいてはエチレンオキサイド系の界面活性剤といった添加剤をイン
ク中に加え、それによって堆積物を部分除去していた。しかし、ヒーター上への堆積や、
除去作用は常に一定に発生するわけではなく、ヒーター上の堆積物の量をコントロールで
きない場合があった。また、キレート剤等の添加剤を加え、ヒーターの保護層を削り、ヒ
ーター上への堆積物の堆積を起こさないようにする方法では、保護層の厚みが薄くなるた
めに、保護層に亀裂が入って、熱エネルギーを発生することができなくなり、吐出不可能
になる場合があった。
【０００６】
　以上のようなことから、根本的にコゲのメカニズムを従来とは異なる観点から検討する
必要があった。特に、水分散色材の一種である顔料を有するインクにおいては、発泡に応
じて顔料の分散特性が破壊されたことによる分散破壊物がコゲーション物質として気泡形
成用ヒーター上に堆積してしまうため、使用するインクの特性を長期にわたって発揮する
ことのできない場合があった。さらに、インクジェット記録ヘッドの使用回数が進み、ヒ
ーターを加熱するための電気パルス数の累積数が増加したとき、インク成分中の水分散色
材に由来するコゲーション物質が、ヒーター面上に堆積し、インクの吐出不良の原因とな
っていた。
【０００７】
　従って、本発明の目的は、従来技術では達成し得ない高い耐久性を得ることのできるイ
ンクジェット用インク、特に、熱エネルギーを作用させてインクを吐出するインクジェッ
ト記録に好適なインクジェット用インク、及びそれを用いた高耐久性を達成できるインク
ジェット記録方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明者等は、ヒーター上への分解物等のコゲ－ション物質の堆積を起こさず、またヒ
ーターの保護層を削ることなく、ヒーターの耐久性が向上する添加剤について、従来使用
していた添加剤とは異なる物質について検討を重ねた結果、ある特定の染料の構造が効果
的であることを解明した。本発明者は、その特徴の１つとしてアゾ結合の有無に着目し、
更には、インク中において形成される気泡の形成時、消泡時における色材の挙動等に着目
した。この結果、水分散色材を含むインク中に、アゾ結合を有さない水難溶性の染料を添
加し、耐久試験後のヒーターを観察したところ、ヒーター上への分解物の堆積が起こらず
、ヒーターの保護層も削られず、ヒーターの耐久性を更に向上することが可能となること
を見出し、本発明に至った。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　即ち、本発明は、熱エネルギーを作用させてインクを吐出するインクジェット記録用イ
ンクにおいて、水性液媒体と、水分散色材と、下記式（Ａ）で示される染料と、を含むこ
とを特徴とするインクジェット記録用インクである。
【００１０】
【化１】
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【００１１】
　また、本発明は、インクを吐出口から吐出させて記録媒体に付着させることにより記録
を行うインクジェット記録方法において、該インクが上記構成のインクであることを特徴
とするインクジェット記録方法である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を挙げて本発明を詳細に説明する。本発明にかかる
インクジェット記録用インクに、式（Ａ）で示される少なくとも１種のアゾ基を有さない
水難溶性の染料を含有させることによって、水分散色材の分解物のヒーター上への堆積を
防止でき、ヒーターの耐久性を向上させることができた。
【００１３】
　本発明のインクジェット用記録インク及びインクジェット記録方法がヒーターの耐久性
を向上できる理由は、優れた結果と、色材の特性から以下のように考えている。即ち、上
記水難溶性色材は、水への溶解性が低いため、電気熱変換素子である吐出ヒーター上方に
熱エネルギーにより形成される気泡の発泡及び消泡の工程中、インクと気泡との界面に存
在しやすい。そして、インクと気泡との界面が極めて急速にその面積を増減するため、そ
の結果として、瞬間的に上記水難溶性色材の多くが、変化する界面に沿って、規則性を持
って多く存在し、多数の水難溶性色材分子の積層からなる膜状体をヒーター表面上に形成
する。吐出性能の結果からも、この膜は極めて薄いものであり、ヒーターからインクに対
する熱伝導に対して悪影響を与えることはない。この膜は、見かけ上、膜であるが、水難
溶性色材が間隔を介して複数堆積しているようなものであるため、熱によって分解するこ
とが無く、インク中に気泡がなくなると、インク中の溶媒成分に溶解して、存在の確認が
できなくなる。特に、インクジェット記録ヘッドの使用頻度が進み、ヒーターを加熱する
ための電気パルス数の累積数が増加したときでも、上記水難溶性染料が存在する系では、
これらの物質の層が存在するためにコゲーション物質がヒーター面上に堆積しにくく、結
果物としても堆積物は極めて少なかった。また、この物質により形成されたヒーター上の
薄い膜により、ヒーターの保護層の削れも起きにくい結果となった。また、本発明に用い
られる水難溶性染料はアゾ基を有さないので、ヒーターの熱エネルギーによってアゾ基の
窒素結合が分解されることなく、また、アゾ基を有さない染料は、一般的にヒーターの熱
エネルギーで分解される結合が少ないため、コゲーションの原因になり得る染料の分解物
が生じににくい。以上のことが相乗的に作用し、ヒーター表面に膜を形成するアゾ基を有
さない水難溶性の染料を用いることで、ヒーターの耐久性を向上させることができるもの
と推定される。特に、本発明インクは、上記水難溶性色材が形成する膜形成をより効率よ
く行うために、水に対して可溶ではあるが界面に配向する特性を有し、上記水難溶性色材
に対し水よりは溶解性の高い溶剤を有することが好ましい。
【００１４】
　本発明で使用できる水分散色材としては、顔料及び分散性染料等が挙げられるが、特に
顔料が好ましい。顔料の例としては、上記性能を満足する顔料ならばどのような顔料でも
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使用可能だが、顔料インクの黒色インクに使用される顔料としてはカーボンブラックが好
適に使用される。例えば、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、
チャンネルブラック等のカーボンブラック顔料で、例えば、レイヴァン（Ｒａｖｅｎ）７
０００、レイヴァン５７５０、レイヴァン５２５０、レイヴァン５０００ＵＬＴＲＡ－、
レイヴァン３５００、レイヴァン２０００、レイヴァン１５００、レイヴァン１２５０、
レイヴァン１２００、レイヴァン１１９０ＵＬＴＲＡ－ＩＩ、レイヴァン１１７０、レイ
ヴァン１２５５（以上、コロンビア社製）、ブラックパールズ（ＢｌａｃｋＰｅａｒｌｓ
、リーガル（Ｒｅｇａｌ）４００Ｒ、リーガル３３０Ｒ、リーガル６６０Ｒ、モウグル（
Ｍｏｇｕｌ）Ｌ、モナク（Ｍｏｎａｒｃｈ）７００、モナク８００、モナク８８０、モナ
ク９００、モナク１０００、モナク１１００、モナク１３００、モナク１４００、ヴァル
カン（Ｖａｌｃａｎ）ＸＣ－７２Ｒ（以上、キャボット社製）、カラーブラック（Ｃｏｌ
ｏｒＢｌａｃｋ）ＦＷ１、カラーブラックＦＷ２、カラーブラックＦＷ２Ｖ、カラーブラ
ックＦＷ１８、カラーブラックＦＷ２００、カラーブラックＳ１５０、カラーブラックＳ
１６０、カラーブラックＳ１７０、プリンテックス（Ｐｒｉｎｔｅｘ）３５、プリンテッ
クスＵ、プリンテックスＶ、プリンテックス１４０Ｕ、プリンテックス１４０Ｖ、スペシ
ャルブラック（ＳｐｅｃｉａｌＢｌａｃｋ）６、スペシャルブラック５、スペシャルブラ
ック４Ａ、スペシャルブラック４（以上、デグッサ社製）、Ｎｏ．２５、Ｎｏ．３３、Ｎ
ｏ．４０、Ｎｏ．４７、Ｎｏ．５２、Ｎｏ．９００、Ｎｏ．２３００、ＭＣＦ－８８、Ｍ
Ａ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００（以上、三菱化学社製）等の市販品や、別途新た
に調製されたものも使用することができる。
【００１５】
　有機顔料として具体的には、トルイジンレッド、トルイジンマルーン、ハンザエロー、
ベンジジンエロー、ピラゾロンレッド等の不溶性アゾ顔料、リトールレッド、ヘリオボル
ドー、ピグメントスカーレット、パーマネントレッド２Ｂ等の溶性アゾ顔料、アリザリン
、インダントロン、チオインジゴマルーン等の建染染料からの誘導体、フタロシアニンブ
ルー、フタロシアニングリーン等のフタロシアニン系顔料、キナクリドンレッド、キナク
リドンマゼンタ等のキナクリドン系顔料、ペリレンレッド、ペリレンスカーレット等のペ
リレン系顔料、イソインドリノンエロー、イソインドリノンオレンジ等のイソインドリノ
ン系顔料、ベンズイミダゾロンエロー、ベンズイミダゾロンオレンジ、ベンズイミダゾロ
ンレッド等のイミダゾロン系顔料、ピランスロンレッド、ピランスロンオレンジ等のピラ
ンスロン系顔料、チオインジゴ系顔料、縮合アゾ系顔料、チオインジゴ系顔料、ジケトピ
ロロピロール系顔料、フラバンスロンエロー、アシルアミドエロー、キノフタロンエロー
、ニッケルアゾエロー、銅アゾメチンエロー、ペリノンオレンジ、アンスロンオレンジ、
ジアンスラキノニルレッド、ジオキサジンバイオレット等のその他の顔料が例示できる。
【００１６】
　また、有機顔料を、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ナンバーにて示すと、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントイエロー１２、１３、１４、１７、２０、２４、７４、８３、８６、９３、９７
、１０９、１１０、１１７、１２０、１２５、１２８、１３７、１３８、１４７、１４８
、１５０、１５１、１５３、１５４、１６６、１６８、１８０、１８５、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントオレンジ１６、３６、４３、５１、５５、５９、６１、７１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド９、４８、４９、５２、５３、５７、９７、１２２、１２３、１４９、１６８、１７
５、１７６、１７７、１８０、１９２、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２
４、２２６、２２７、２２８、２３８、２４０、２５４、２５５、２７２、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントバイオレット１９、２３、２９、３０、３７、４０、５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントブ
ルー１５、１５：１、１５：３、１５：４、１５：６、２２、６０、６４、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントグリーン７、３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２３、２５、２６等が例示できる
。
【００１７】
　本発明におけるインク１００質量部中の水分散色材の固形分量は好ましくは０．５～１
０質量部、より好ましくは１～５質量部である。０．５質量部以上のとき、十分な画像濃
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度が得られ、１０質量部以下であると記録液の粘度が高くなりすぎず、インクをノズル先
端から安定的に吐出させやすい。
【００１８】
　本発明で使用する顔料の種類としては、顔料の表面に少なくとも１つの親水性基が直接
、若しくは、他の原子団を介して結合している自己分散型顔料でも、樹脂や界面活性剤と
いった分散剤を使用することで、顔料を水中で分散させる分散型顔料でも構わないが、特
に分散剤分散型顔料において本発明の効果を得ることができる。
　これらの２つの型の顔料はそれぞれ単独で、又は２種以上を混合して用いることができ
る。
【００１９】
　本発明で必要に応じて使用する分散剤としては、水溶性樹脂ならどのようなものでも使
用することができる。具体的には、スチレン、スチレン誘導体、ビニルナフタレン、ビニ
ルナフタレン誘導体、α，β－エチレン性不飽和カルボン酸の脂肪族アルコールエステル
等、アクリル酸、アクリル酸誘導体、マレイン酸、マレイン酸誘導体、イタコン酸、イタ
コン酸誘導体、フマール酸、フマール酸誘導体、酢酸ビニル、ビニルピロリドン、アクリ
ルアミド、及びその誘導体等から選ばれた少なくとも２つ以上の単量体（このうち少なく
とも１つは親水性単量体）からなるブロック共重合体、あるいはランダム共重合体、グラ
フト共重合体、またはこれらの塩等が挙げられる。あるいは、ロジン、ジェラック、デン
プン等の天然樹脂も好ましく使用することができる。これらの樹脂は、塩基を溶解させた
水溶液に可溶であり、アルカリ可溶型樹脂である。これらの樹脂は、それぞれ単独で、又
は２種以上を混合して用いることができる。
【００２０】
　分散剤として用いられる界面活性剤としては、カルボン酸塩、スルホン酸塩、リン酸塩
等のアニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、ポリオキシアルキレン基等のノニオ
ン性界面活性剤及び両イオン性界面活性剤が挙げられ、これらの界面活性剤は、それぞれ
単独で、又は２種以上を混合して用いることができる。
【００２１】
　上記のような分散剤の中で、本発明を実施する上で特に好ましい分散剤は、ブロック共
重合体である。ブロック共重合体は、疎水性のブロックと親水性のブロックとを有し、ま
た分散安定性に貢献する均衡のとれたブロックサイズを有するブロック共重合体は、特に
本発明を実施する上で有利である。官能基を疎水性ブロック（水分散色材が結合するブロ
ック）に組み込むことができ、それによって分散安定性を改善するために分散剤と水分散
色材との間の特異的相互作用は、よりいっそう強化される。その高度な分散安定性により
とりわけ熱エネルギーを作用させてインクを吐出するインクジェット方式のインクジェッ
トヘッドの耐久性において有利となる。また、共重合体の使用量は、該共重合体の構造、
分子量、及び他の特性、さらにインク組成物の他の成分に依存する。本発明を実施する上
で選択される共重合体の重量平均分子量は、３０，０００未満、好ましくは２０，０００
未満、より好ましくは２，０００ないし１０，０００の範囲内である。
【００２２】
　ブロック共重合体に用いることができる代表的な疎水性モノマーとしては、次のモノマ
ーがあるがこれらに限定されるものではない：メチルメタクリレート（ＭＭＡ）、エチル
メタクリレート（ＥＭＡ）、プロピルメタクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート（ＢＭ
ＡまたはＮＢＭＡ）、ヘキシルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート（Ｅ
ＨＭＡ）、オクチルメタクリレート、ラウリルメタクリレート（ＬＭＡ）、ステアリルメ
タクリレート、フェニルメタクリレート、ヒドロキシルエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ
）、ヒドロキシプロピルメタクリレート、２－エトキシエチルメタクリレート、メタクリ
ロニトリル、２－トリメチルシロキシエチルメタクリレート、グリシジルメタクリレート
（ＧＭＡ）、ｐ－トリルメタクリレート、ソルビルメタクリレート、メチルアクリレート
、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ブチルアクリレート、ヘキシルアクリレ
ート、２－エチルヘキシルアクリレート、オクチルアクリレート、ラウリルアクリレート
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、ステアリルアクリレート、フェニルアクリレート、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒ
ドロキシプロピルアクリレート、アクリロニトリル、２－トリメチルシロキシエチルアク
リレート、グリシジルアクリレート、ｐ－トリルアクリレート及びソルビルアクリレート
等である。好ましい疎水性モノマーは、メチルメタクリレート、ブチルメタクリレート及
び２－エチルヘキシルメタクリレートである。また、これらのモノマーの重合体としては
、メチルメタクリレート、ブチルメタクリレート及び２－エチルヘキシルメタクリレート
のいずれか一つのモノマーのみから製造されたホモポリマー、メチルメタクリレート、ブ
チルメタクリレート及び２－エチルヘキシルメタクリレートのコポリマー並びにメチルメ
タクリレートとブチルメタクリレートとのコポリマーが好ましい。
【００２３】
　また、ブロック共重合体に用いることができる代表的な親水性モノマーとしては、次の
モノマーがあるがこれらに限定されるものではない：メタクリル酸（ＭＡＡ）、アクリル
酸、ジメチルアミノエチルメタクリレート（ＤＭＡＥＭＡ）、ジエチルアミノエチルメタ
クリレート、第３－ブチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルアクリレ
ート、ジエチルアミノエチルアクリレート、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド、
メタクリルアミド、アクリルアミド及びジメチルアクリルアミド等が挙げられる。これら
のモノマーの重合体としては、メタクリル酸、アクリル酸及びジメチルアミノエチルメタ
アクリレートのいずれか一つのモノマーのみから製造されたホモポリマー並びにメタクリ
ル酸、アクリル酸及びジメチルアミノエチルメタアクリレートのコポリマーが好ましい。
【００２４】
　酸を含有するポリマーは直接製造されるか、または重合後、除去されるブロッキング基
を有するブロックされたモノマーから製造される。ブロッキング基の除去後に、アクリル
酸またはメタクリル酸を生ずるブロックされたモノマーの例としては、トリメチルシリル
メタクリレート（ＴＭＳ－ＭＡＡ）、トリメチルシリルアクリレート、１－ブトキシエチ
ルメタクリレート、１－エトキシエチルメタクリレート、１－ブトキシエチルアクリレー
ト、１－エトキシエチルアクリレート、２－テトラヒドロピラニルアクリレート及び２－
テトラヒドロピラニルメタクリレートが挙げられる。
【００２５】
　このブロック共重合体型の分散剤の含有量は、顔料１００質量部に対して好ましくは２
０質量部以上、より好ましくは５０質量部以上の割合で使用される。また、インク１００
質量部中の分散剤の総量は、０．１～２５質量部の範囲であるのが好ましく、より好まし
くは０．５～５質量部である。分散剤の含有量をこの範囲とすることにより、所望のイン
ク粘度を維持するとともに、良好な分散安定性を維持することができる。
【００２６】
　更に、インク吐出性を改善するために、本発明のインクにノニオン系の界面活性剤を添
加しても良い。ノニオン系界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、
ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソ
ルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、アセチレング
リコールのエチレンオキサイド付加物等が好ましい。これらのノニオン系界面活性剤のＨ
ＬＢは１０以上が好ましく、１２以上がより好ましく、１５以上が更に好ましい。これら
界面活性剤の使用量は、インク吐出持続性の効果を十分に得るために、インク全質量１０
０質量部に対し０．３質量部以上が好ましく、０．５質量部以上がより好ましく、０．８
質量部以上であるのが更に好ましい。また、界面活性剤の使用量が多すぎるとインクの粘
度が高くなりすぎる場合があるため、インク全質量１００質量部に対し３質量部以下が好
ましく、２．５質量部以下がより好ましく、２．０質量部以下が更に好ましい。
【００２７】
　次に、本発明において用いられるアゾ結合を有さない水難溶性染料について説明する。
この染料は、本発明で目的とされる性能を満足するものならばどのようなものでも使用可
能であり、これらは１種だけをも用いても、２種以上を組み合わせて用いても良い。
【００２８】
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　また、アゾ結合を有さない水難溶性の染料としては直接染料及び酸性染料等が挙げられ
る。直接染料の好ましい具体例としては、Ｃ．Ｉ．ダイレクトブラック６２、１０２、Ｃ
．Ｉ．ダイレクトイエロー１１、８７、１０５、１０６、１３０、Ｃ．Ｉ．ダイレクトオ
レンジ３９、及びＣ．Ｉ．ダイレクトブルー８６、１０６、１０８、１８９、１９９等が
挙げられる。
【００２９】
　酸性染料の好ましい具体例としては、Ｃ．Ｉ．アシッドブラック２、Ｃ．Ｉ．アシッド
イエロー７、７３、Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５０、５１、５２、８２、９２、９４、２８
９、Ｃ．Ｉ．アシッドバイオレット１５、１７、Ｃ．Ｉ．アシッドブルー１、７、９、２
２、２３、２５、４０、４１、４３、６２、７８、８３、９０、９３、１０３、Ｃ．Ｉ．
アシッドグリーン３、９、１６、２５、２７等が挙げられる。
【００３０】
　これらの中でも、ヒーター表面上への膜形成能が高いこと、及び記録画像の耐水性の点
から直接性の染料を使用することが特に好ましく、さらに染料の構造中にスルホン基を有
し、二量体構造であるものが好ましい。その例としては、後述の実施例に挙げるＣ．Ｉ．
ダイレクトイエロー８７が好ましい。
【００３１】
　本発明にかかるアゾ基を有さない水難溶性染料の水への溶解性は３質量％以下であるこ
とが好ましい。これは、ヒーターからの熱によってインク中の水分が減少するにつれ、水
への溶解度の低い該染料が析出、ヒーター表面上への薄膜形成が生じやすくなるためと考
えられる。
【００３２】
　上記水難溶性染料を使用する際には、色味の面で、含有する水分散色材の色と近い色を
使用することが好ましいが、色味に影響を与えない範囲であれば、異なる色のものを用い
ても良い。本発明におけるインク中のアゾ基を有さない水難溶性染料の含有量は、水分散
色材の含有量の２倍以上（質量基準）とすることで、インクジェットヘッドのコゲ防止が
高レベルに達成される。また、優れたインク吐出性を得るためには１０倍以下が好ましく
、５倍以下がより好ましい。
【００３３】
　また、本発明において、印字物にＯＤ値や色味や耐水性と言った所望の特性を付与する
ために、上記で説明した顔料、有機色材の他に、従来より公知の水溶性染料である、水溶
性のアニオン性染料や、直接染料、酸性染料、反応染料等を用いることができる。
【００３４】
　更にまた、アゾ基を有さない水難溶性の有機色材が蛍光性を有する染料であると、本発
明に係るインクは蛍光インクとなる。そして、より好ましい蛍光インクとするためには、
アゾ基を有さない水難溶性の蛍光染料（第１の蛍光色材）とともに第２の蛍光色材が併含
され、基準励起波長の付与により蛍光発光する波長の内、測定または判定に利用される基
準蛍光波長の発光をもたらす第１蛍光色材を含み、前記基準励起波長により蛍光発光する
第１の蛍光色材を有し、該第１の蛍光色材の発光波長域が、少なくとも、前記インク中に
ある前記第２の蛍光色材の前記基準蛍光波長の発光を得るための励起波長域のうち前記基
準蛍光波長に隣接するピーク領域に相当するピーク波長領域を含んでいるのが好ましい。
【００３５】
　具体的には、第１の蛍光染料としての下記式（A）で示される化合物と第２の蛍光染料
としてのアシッドレッド５２の組み合わせが特に好ましい。
【００３６】
【化２】
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【００３７】
　この化合物（Ａ）は、構造上、２量体蛍光発光団を複数有しているため、会合防止機能
を備え、化合物（Ａ）自身の添加量を増加させることも可能である。また、蛍光発光団は
比較的平面構造をとるため、化合物（Ａ）の分子全体としても平面構造をとりやすく、そ
の結果、分子同士が間隔を介して複数堆積しやすい。さらに、化合物（Ａ）は、スルホン
基を有する水難溶解性（９８質量％純水に対しての溶解性は２質量％未満である）の直接
性染料で、有機溶剤に対しては良溶解性である。また、インク中に使用する溶剤は、化合
物（Ａ）を高溶解する有機溶剤を用いることが好ましい。さらには、液溶媒として界面活
性剤を含むことが好ましい。この溶媒関係によって、さらに化合物（Ａ）を均一化する特
徴とが十分に発揮される。
【００３８】
　次に、上記で説明した本発明のインクを構成する水性液媒体について説明する。本発明
で使用する水性液媒体としては、水を主成分とすることが好ましく、インク中の水の含有
量はインク全質量に対して、１０～９５質量％が好ましく、より好ましくは２５～９３質
量％、更に好ましくは４０～９０質量％の範囲とするのが良い。本発明で使用する水とし
ては、イオン交換水が好ましく用いられる。
【００３９】
　また、本発明のインクにおいては、水性液媒体として、水を単独で用いても良いが、水
に水溶性有機溶剤を併用させることによって、本発明の効果をより顕著にすることもでき
る。
【００４０】
　本発明で使用できる水溶性有機溶剤としては、具体的には、例えば、メチルアルコール
、エチルアルコール、ｎ－プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、ｎ－ブチルア
ルコール、ｓｅｃ－ブチルアルコール、ｔｅｒｔ－ブチルアルコール、イソブチルアルコ
ール、ｎ－ペンタノール等の炭素数１－５のアルキルアルコール類；ジメチルホルムアミ
ド、ジメチルアセトアミド等のアミド類；アセトン、ジアセトンアルコール等のケトン又
はケトアルコール類；テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル類；ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、テトラエチレングリコール、ジプロピレングリコール
、トリプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等の
オキシエチレン又はオキシプロピレン付加重合体；エチレングリコール、プロピレングリ
コール、トリメチレングリコール、ブチレングリコール、ペンタンジオール、へキシレン
グリコール等のアルキレン基が２～６個の炭素原子を含むアルキレングリコール類；グリ
セリン、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、１，２，６－ヘキサントリオ
ール等のトリオール類；チオジグリコール；ビスヒドロキシエチルスルホン；エチレング
リコールモノメチル（又はエチル、ブチル）エーテル、ジエチレングリコールモノメチル
（又はエチル、ブチル）エーテル、トリエチレングリコールモノメチル（又はエチル、ブ
チル）エーテル等の低級アルキルグリコールエーテル類；トリエチレングリコールジメチ
ル（又はエチル）エーテル、テトラエチレングリコールジメチル（又はエチル）エーテル
等の低級ジアルキルグリコールエーテル類；モノエタノールアミン、ジエタノールアミン
、トリエタノールアミン等のアルカノールアミン類；スルホラン、Ｎ－メチル－２－ピロ
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上記のごとき水溶性有機溶剤は、単独でも或いは混合物としても使用することができる。
【００４１】
　これらの水溶性有機溶剤のインク中の含有量は、一般的には、インクの全質量１００質
量部に対して合計して５０質量部以下が好ましく、より好ましくは５～４０質量％、更に
好ましくは１０～３０質量部の範囲とするのが良い。これらの溶剤の中でも、エチレング
リコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、２－ピロリドン、グリセリ
ン、１，２，６－ヘキサントリオールを用いることが好ましい。
【００４２】
　また、本発明のインク中に、溶剤と同じような保湿剤として、尿素やエチレン尿素、ト
リメチロールプロパンを含有させることも好ましい。特に、エチレン尿素、トリメチロー
ルプロパンは本発明に非常に適したものである。これらの含有量は、インク全質量１００
質量部に対して１質量部以上であることが好ましく、また、２０質量部以下であることが
好ましい。
【００４３】
　また、本発明においては、インク中に、界面活性剤が含まれていることが好ましい。こ
れは、インクをヘッド中で発泡させる際に、インクと気泡の界面に界面活性剤が存在する
ため、水難溶性染料が界面側に存在しやすくなり、界面活性剤が含まれない系よりも気泡
の消滅時にヒーター上で膜を形成しやすくすると推定されるからである。
【００４４】
　界面活性剤はノニオン系、アニオン系、カチオン系のいずれでもよいが、水難溶性染料
がアニオン系であることから、ノニオン系及びアニオン系が好ましく、更には、ノニオン
系が好ましい。ノニオン系界面活性剤は、水溶液状態で、該水溶液からそれ自身が相分離
しないものであることが好ましい。更に、ノニオン系界面活性剤のインク中の含有量を、
水溶液の状態でエマルジョン状態を保持できる添加量以下に選択すると、インクの安定性
の低下に対する不安がなくなるので好ましい。
【００４５】
　更に、本発明においては、界面活性剤のＨＬＢは、水溶性の点から、６～１３の間のも
のを使用するのが好ましい。
【００４６】
　以上に挙げた要件を具備するノニオン系界面活性剤の中でも、本発明のインクの構成成
分とするのが特に好ましいものとしては、下記の一般式（Ｉ）で示される化合物及び下記
（ＩＩ）～（ＶＩＩ）に列挙した化合物が挙げられるが、これらに限定されるのもではな
い。
【００４７】
【化３】

【００４８】
［上記一般式（Ｉ）において、Ａ及びＢは夫々独立に、ＣnＨ2n-1（ｎは１～１０の整数
）を表し、Ｘ及びＹは、それぞれ開環したエチレンオキサイドユニット及び／または開環
したプロピレンオキサイドユニットを表す。］
【００４９】
【化４】
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【００５０】
　また、上記一般式（Ｉ）で表されるノニオン系界面活性剤の中でも特に好ましいのは、
下記の一般式（ＶＩＩＩ）で示される化合物である。
【００５１】
【化５】

【００５２】
　本発明のインク中には上記成分の他、必要に応じて、インクに所望の性能を与えるため
の消泡剤、表面張力調整剤、ｐＨ調整剤、粘度調整剤、防腐剤、酸化防止剤、蒸発促進剤
、防錆剤、防カビ剤及びキレート化剤等の添加剤を配合してもよい。
【００５３】



(12) JP 4533151 B2 2010.9.1

10

20

30

40

50

　また、本発明のインクの粘度は、２５℃において０．７～１２ｃＰの範囲内にあること
が好ましい。インクの粘度が上記範囲内にあることによって、インクジェット記録におい
て正常な吐出を行なうことができると共に被記録材への浸透が早く、定着性の面からも好
ましい。
【００５４】
　本発明に用いられるインクの表面張力は、２５℃において２０～６０ｄｙｎｅ／ｃｍの
範囲に調整されることが好ましい。表面張力が２０ｄｙｎｅ／ｃｍ以上のとき、インクジ
ェット記録において液滴を吐出した後、メニスカスを引き戻そうとする力が強いか、或は
、逆にメニスカスが突出した際に、引き戻す力が比較的強い為、泡を抱き込んだり、オリ
フィス部が濡れるといったことが起こらず、ヨレの原因とならない。
【００５５】
　以上のようにして構成される本発明のインクは、インクに熱エネルギーを加えてインク
の発泡により液滴を吐出するインクジェット記録方法に特に好適である。
【００５６】
　次に、上記した本発明のインクを用いて記録を行うのに好適な本発明のインクジェット
記録装置の一例を以下に説明する。先ず、熱エネルギーを利用したインクジェット記録装
置の主要部であるヘッド構成の一例を、図１及び図２に示す。図１は、インク流路に沿っ
たヘッド１３の断面図であり、図２は、図１の２－２線での切断面図である。
【００５７】
　ヘッド１３は、インクを通す流路（ノズル）１４を有するガラス、セラミック、シリコ
ン又はプラスチック板等と、発熱素子基板１５とを接着して得られる。発熱素子基板１５
は、酸化シリコン、窒化シリコン、炭化シリコンやＴａ等で形成される保護層１６、アル
ミニウム、金、アルミニウム－銅合金等で形成される電極１７－１及び１７－２、ＨｆＢ

2、Ｎ、ＴａＡｌ等の高融点材料から形成される発熱抵抗体層１８、熱酸化シリコン、酸
化アルミニウム等で形成される蓄熱層１９、シリコン、アルミニウム、窒化アルミニウム
等の放熱性のよい材料で形成される基板２０よりなっている。
【００５８】
　上記ヘッド１３の電極１７－１及び１７－２にパルス状の電気信号が印加されると、発
熱素子基板１５のｎで示される領域が急速に発熱し、この表面に接しているインク２１に
気泡が発生し、その圧力でメニスカス２３が突出し、インク２１がヘッドのノズル１４を
通して吐出し、吐出オリフィス２２よりインク小滴２４となり、被記録材２５に向かって
飛翔する。図３には、図１に示したヘッドを多数並べたマルチヘッドの一例の外観図を示
す。このマルチヘッドは、マルチノズル２６を有するガラス板２７と、図１に説明したも
のと同じような発熱ヘッド２８を接着して作られている。
【００５９】
　図４に、このヘッドを組み込んだインクジェット記録装置の一例を示す。図４において
、６１はワイピング部材としてのブレードであり、その一端はブレード保持部材によって
保持固定されており、カンチレバーの形態をなす。ブレード６１は記録ヘッド６５による
記録領域に隣接した位置に配置され、又、本例の場合、記録ヘッド６５の移動経路中に突
出した形態で保持される。
【００６０】
　６２は、記録ヘッド６５の突出口面のキャップであり、ブレード６１に隣接するホーム
ポジションに配置され、記録ヘッド６５の移動方向と垂直な方向に移動して、インク吐出
口面と当接し、キャッピングを行う構成を備える。更に、６３は、ブレード６１に隣接し
て設けられるインク吸収体であり、ブレード６１と同様、記録ヘッド６５の移動経路中に
突出した形態で保持される。上記ブレード６１、キャップ６２及びインク吸収体６３によ
って吐出回復部６４が構成され、ブレード６１及びインク吸収体６３によって、吐出口面
の水分や塵埃等の除去が行われる。
【００６１】
　６５は、吐出エネルギー発生手段を有し、吐出口を配した吐出口面に対向する被記録材
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にインクを吐出して記録を行う記録ヘッド、６６は、記録ヘッド６５を搭載して記録ヘッ
ド６５の移動を行うためのキャリッジである。キャリッジ６６は、ガイド軸６７と摺動可
能に係合し、キャリッジ６６の一部は、モーター６８によって駆動されるベルト６９と接
続（不図示）している。これによりキャリッジ６６は、ガイド軸６７に沿った移動が可能
となり、記録ヘッド６５による記録領域及びその隣接した領域の移動が可能となる。
【００６２】
　５１は、被記録材を挿入するための紙給部、５２は不図示のモーターにより駆動される
紙送りローラーである。これらの構成により、記録ヘッド６５の吐出口面と対向する位置
へ被記録材が給紙され、記録が進行するにつれて排紙ローラー５３を配した排紙部へ排紙
される。以上の構成において、記録ヘッド６５が記録終了してホームポジションへ戻る際
、吐出回復部６４のキャップ６２は記録ヘッド６５の移動経路から退避しているが、ブレ
ード６１は移動経路中に突出している。その結果、記録ヘッド６５の吐出口がワイピング
される。
【００６３】
　尚、キャップ６２が記録ヘッド６５の吐出面に当接してキャッピングを行う場合、キャ
ップ６２は記録ヘッドの移動経路中に突出するように移動する。記録ヘッド６５がホーム
ポジションから記録開始位置へ移動する場合、キャップ６２及びブレード６１は、上記し
たワイピングの時の位置と同一の位置にある。この結果、この移動においても記録ヘッド
６５の吐出口面はワイピングされる。上述の記録ヘッドのホームポジションへの移動は、
記録終了時や吐出回復時ばかりでなく、記録ヘッドが記録のために記録領域を移動する間
に所定の間隔で記録領域に隣接したホームポジションへ移動し、この移動に伴って上記ワ
イピングが行われる。
【００６４】
　図５は、記録ヘッドにインク供給部材、例えば、チューブを介して供給されるインクを
収容したインクカートリッジの一例の断面図である。ここで４０は、供給用インクを収納
したインク収容部、例えば、インク袋であり、その先端にはゴム製の栓４２が設けられて
いる。この栓４２に針（不図示）を挿入することにより、インク袋４０中のインクをヘッ
ドに供給可能にする。４４は、廃インクを受容するインク吸収体である。インク収容部と
してはインクとの接液面がポリオレフィン、特にポリエチレンで形成されているものが好
ましい。
【００６５】
　本発明のインクジェット記録装置は、上述のようにヘッドとインクカートリッジとが別
体となったものに限らず、図６に示すような、それらが一体になったものも好ましい形態
である。図６において、７０は記録ユニットであり、この中にはインクを収容したインク
収容部、例えば、インク吸収体が収納されており、かかるインク吸収体中のインクが、複
数オリフィスを有するヘッド部７１からインク滴として吐出される構成になっている。イ
ンク吸収体の材料としては、ポリウレタンを用いることが好ましい。又、インク吸収体を
用いず、インク収容部が内部にバネ等を仕込んだインク袋であるような構造でもよい。７
２は、カートリッジ内部を大気に連通させるための大気連通口である。この記録ユニット
７０は図４に示す記録ヘッド６５に換えて用いられるものであって、キャリッジ６６に対
して着脱自在になっている。
【００６６】
　先に説明した構成を有する本発明のインクは、着色剤を適宜に選択することによって、
例えば、イエロー、マゼンタ、シアン、レッド、グリーン、ブルー又はブラックのインク
とすることができる。これらのインクは、各々単独で画像記録に用いてもよいが、２つ以
上の異なる色のインクを組み合わせて、カラー画像の形成に好適に用い得るインクセット
とすることもできる。又、同じ色調の、異なる着色剤を含む２つ若しくはそれ以上のイン
クを組み合わせたり、同じ色調の、濃度の異なる２つ若しくはそれ以上のインクを組み合
わせることによって高階調の画像形成に好適に用いることのできるインクセットを提供す
ることもできる。
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【００６７】
【実施例】
　次に、実施例及び比較例を挙げて、本発明を更に具体的に説明する。尚、以下の記載で
％とあるものは、特に断りのない限り質量基準である。
【００６８】
　（１）水分散色材の分散液の調製
　まず、ベンジルアクリレートとメタクリル酸を原料として、常法により、酸価２５０、
数平均分子量２０００のＡＢ型ブロックポリマーを作り、更に、水酸化カリウム水溶液で
中和し、イオン交換水で希釈して均質な５０％ポリマー水溶液を作成した。
【００６９】
　上記のポリマー水溶液を１２０ｇ、水分散色材としてＣ．Ｉ．ピグメントレッド１２２
を１００ｇ及びイオン交換水を２８０ｇ混合し、そして機械的に０．５時間撹拌した。つ
いで、マイクロフリュイダイザーを使用し、この混合物を、液体圧力約１０，０００ｐｓ
ｉ（約７００ｋｇ／ｃｍ2）下で相互作用チャンバ内に５回通すことによって処理した。
【００７０】
　更に、上記で得た分散液を遠心分離処理（１２，０００ｒｐｍ、２０分間）することに
よって、粗大粒子を含む非分散物を除去し、大粒子径側のマゼンタ顔料分散液を調製した
。これとは別に上記方法と同様の方法でマイクロフリュイダイザーのチャンバ内に通す回
数を１０回とし、より微粒子化を試みた。得られた分散液を遠心分離処理（１２，０００
ｒｐｍ、２０分間）することによって、粗大粒子を含む非分散物を除去し、小粒子径側の
マゼンタ顔料分散液を調製した。これら二種類の顔料分散液を混ぜることにより、実施例
に使用するマゼンタ顔料分散液を調製した。最終的に得られたマゼンタ顔料の分散液は、
その顔料濃度が１０．０％、分散剤濃度が７．０％であった。
【００７１】
　（２）インクの作製
　上記、顔料分散液を使用し、これに実施例１乃至３並びに比較例１及び２に記載の成分
を加えて所定の濃度にし、これらを十分に混合撹拌した後、ポアサイズ３μｍのミクロフ
ィルター（富士フイルム製）にて加圧濾過することによりインクを調製した。
【００７２】
　（実施例１）
マゼンタ顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
化合物（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
アセチレノールＥ１００（川研ファインケミカル製アセチレングリコールＥＯ付加物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
ＢＣ－３０ＴＸ
（日本サーファクタント工業製ポリオキシエチレンセチルエーテルＥＯ数３０）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７１質量部
【００７３】
　（実施例２）
マゼンタ顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
化合物（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量部
Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２　　　　　　　　　　　　０．２質量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
エチレン尿素　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
アセチレノールＥ１００
（川研ファインケミカル製アセチレングリコールＥＯ付加物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
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ＢＣ－３０ＴＸ
（日本サーファクタント工業製ポリオキシエチレンセチルエーテルＥＯ数３０）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７０．８質量部
【００７４】
　（実施例３）
マゼンタ顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　　６質量部
化合物（Ａ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
アセチレノールＥ１００
（川研ファインケミカル製アセチレングリコールＥＯ付加物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
ＢＣ－３０ＴＸ
（日本サーファクタント工業製ポリオキシエチレンセチルエーテルＥＯ数３０）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７６質量部
【００７５】
　（比較例１）
マゼンタ顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
アセチレノールＥ１００
（川研ファインケミカル製アセチレングリコールＥＯ付加物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７４質量部
【００７６】
　（比較例２）
マゼンタ顔料分散液　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
Ｃ．Ｉ．アシッドレッド５２　　　　　　　　　　　　０．４質量部
Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー７３　　　　　　　　　　　０．４質量部
２－ピロリドン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５質量部
トリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　８質量部
アセチレノールＥ１００
（川研ファインケミカル製アセチレングリコールＥＯ付加物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
ＢＣ－３０ＴＸ
（日本サーファクタント工業製ポリオキシエチレンセチルエーテルＥＯ数３０）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１質量部
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７６．２質量部
【００７７】
　（評価）
（１）吐出安定性：記録信号に応じた熱エネルギーをインクに付与することによりインク
を吐出させるオンデマンド型マルチ記録ヘッドを有するインクジェット記録装置ＣＡＮＶ
ＡＳ及びキヤノン製プリンターＢＪＳ６００用のブラックプリントヘッドを用いて、プリ
ンターで印字するヘッド駆動条件と同じ条件で各種インクの吐出速度のばらつきを判定し
た。その結果を表１に示した。
○：インクの吐出速度のばらつきが２ｍ／ｓ未満。（印字画像に影響がない）
△：インクの吐出速度のばらつきが２ｍ／ｓ以上４ｍ／ｓ未満。（印字画像によっては印
字乱れが生じる）
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れが生じる）
【００７８】
　（２）ヘッド耐久性：本実施例のインクをＢＪＳ６００（キヤノン社製）にて、ブラッ
クインク用の１０ノズルを７×１０8回のパルス駆動まで連続吐出させ、定期的に不吐の
発生具合と、ヒーター面の付着物の有無を評価した。その結果を下記表１に示す。
○：問題がないノズルが１０本（全ノズル）で、ヒーター面に付着物はみられなかった（
印字画像に全く影響がない）
△：問題がないノズルが７本～９本である（印字画像に影響が生じる）
×：問題がないノズルが６本以下である（印字画像が判別、解読できない）
【００７９】
【表１】

【００８０】
　以上の結果及び用いた化合物の物性や割合をはじめとする実施例の諸条件から、前述の
本発明のメカニズムが生じていることは明らかである。また、水難溶性染料の含有量が水
分散色材の含有量の２倍以上である実施例１及び２と水難溶性染料の含有量が水分散色材
の含有量の約１．７倍である実施例３の結果を比較すれば、実施例１及び２の構成が耐久
性の点でより好ましいことがわかる。
【００８１】
　インクジェット分野では、一般に１×１０8パルスで良好な画像が得られれば極めて良
好な耐久性であって、実用化されている水準であることを考慮すれば、本発明がいかに耐
久性が優れているかが上記表から理解されよう。
【００８２】
　以上説明したように、本発明によれば、従来技術では達成し得ない高い耐久性を有する
インクジェット用インク、特に、熱エネルギーを作用させてインクを吐出するインクジェ
ット記録に好適なインクジェット用インク及びインクジェット記録方法が提供される。ま
た、染料が水難溶性なので、得られた画像は優れた耐水性をも有する。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】図１はインクジェット記録装置のヘッドの一例を示す縦断面図である。
【図２】図２はインクジェット記録装置のヘッドの一例を示す横断面図である。
【図３】図３は図１に示したヘッドをマルチ化したヘッドの外観斜視図である。
【図４】図４はインクジェット記録装置の一例を示す概略斜視図である。
【図５】図５はインクカートリッジの一例を示す縦断面図である。
【図６】図６は記録ユニットの一例を示す斜視図である。
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